
距離 時間

1.02㎞ 12分

④氷川神社

③東町会館

1.25㎞ 15分

⑤密　蔵　院

★時間は、歩いたときの目安の所要時間です

347

あ
ず
ま
ち
ょ
う

「
東
町
会
館
」③
の
前
を
東
西
に
延
び
る

こ
ど
う

は

ね
く
ら
み
ち

古
道
は
、「
鎌
倉
街
道
羽
根
倉
道
」と
呼
ば

れ
る
街
道
で
あ
る
。
鎌
倉
街
道
は
、
鎌
倉

時
代
に
は
幕
府
、
室
町
時
代
に
は
関
東
支

配
の
た
め
の
鎌
倉
府
が
置
か
れ
、
政
治

上
・
軍
事
上
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
鎌
倉

（
神
奈
川
県
）と
各
地
を
つ
な
い
で
い
た
道

え
だ
み
ち

で
あ
る
。
羽
根
倉
道
は
鎌
倉
街
道
の
枝
道

こ
う
ず
け
の
く
に

で
、
鎌
倉
と
上
野
国（
群
馬
県
）方
面
を

か
み
つ
み
ち

結
ん
だ
上
道
か
ら
所
沢
市
付
近
で
分
か

れ
、
羽
根
倉
橋（
志
木
市
・
さ
い
た
ま
市

桜
区
）付
近
を
経
由
し
て
、
さ
い
た
ま
市

北
区
別
所
か
ら
上
尾
市
西
宮
下
に
入
っ
て

い
た
。
東
町
会
館
か
ら
東
に
進
み
芝
川
を

渡
る
橋
は
、
街
道
に
由
来
し
て「
鎌
倉
橋
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

鎌
倉
橋
か
ら
少
し
進
む
と
、二
ツ
宮「
氷

川
神
社
」④
の
鳥
居
が
見
え
て
く
る
。
上

し
も

尾
宿
、
上
尾
村
、
上
尾
下
村
３
村
の
総
鎮

守
で
あ
っ
た
こ
の
氷
川
神
社
は
、
元
々

な
ん
た
い

に
ょ
た
い

男
体
社
、女
体
社
に
分
か
れ
て
お
り
、「
二

ツ
宮
」と
い
う
地
名
と
し
て
そ
の
名
残
が

あ
る
。
明
治
４０
年
代
の
政
府
に
よ
る
神
社

ご
う
し
合
祀
政
策
の
流
れ
の
中
で
、
女
体
社
は
上

尾
宿
内
の
鍬
大
神
宮
へ
合
祀
さ
れ
て
氷
川

鍬
神
社
と
な
り
、
男
体
社
が
現
在
の
二
ツ

宮
氷
川
神
社
と
な
っ
た
。
参
拝
者
が
訪
れ

る
拝
殿
の
背
後
に
あ
る
本
殿
に
は
、
市
指

定
文
化
財
で
あ
る
彫
刻（
写
真
）が
施
さ
れ

て
い
る
。
幾
何
学
的
な
模
様
や
中
国
の
故

事
を
題
材
と
し
た
優
れ
た
彫
刻
は
、
本
殿

み
ず
が
き

の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
て
い
る
瑞
垣
か
ら
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
ツ
宮
氷
川
神
社
を
後
に
し
て
鎌
倉
街みつ

道
を
上
平
地
区
平
塚
へ
と
進
む
と
、「
密

ぞ
う
い
ん

蔵
院
」⑤
に
到
着
す
る
。
境
内
に
あ
る
薬にっ

師
堂
に
は
、
市
指
定
文
化
財
で
あ
る「
日

こ
う

が
っ
こ
う
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

し
ん
し
ょ
う

光
・
月
光
菩
薩
立
像
」と「
十
二
神
将
立

像
」が
あ
る
。「
日
光
・
月
光
菩
薩
立
像
」

は
、
本
尊
の
薬
師
如
来
立
像
と
共
に「
薬

さ
ん
ぞ
ん

師
三
尊
」を
構
成
し
、
そ
れ
を
守
護
す
る

け
ん
ぞ
く

眷
属（
仏
・
菩
薩
に
つ
き
従
う
も
の
）と
し

て
十
二
神
将
立
像
も
堂
内
に
安
置
さ
れ
て

い
る
。
日
光
菩
薩
は
特
に
古
い
仏
像
で
、

平
安
時
代
後
期
の
作
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
中
で
現
存

す
る
最
古
の
仏
像
で
あ
る
。
十
二
神
将
立

か
っ
ち
ゅ
う

像
は
、
い
ず
れ
も
天
衣
甲
冑
を
身
に
付
け

た
武
将
の
姿
で
、
子
神
か
ら
亥
神
ま
で
そ

い
た
だ

れ
ぞ
れ
十
二
支
を
冠
に
戴
い
て
い
る
。
表

情
豊
か
で
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
か
た
ど
っ
て

い
る
優
品
で
あ
る
。「
日
光・月
光
菩
薩
立

お
う
し
ゅ
う
い
わ

像
」「
十
二
神
将
立
像
」は
共
に
、
奥
州
磐

き
た
い
ら
は
ん

城
平
藩（
福
島
県
）の
内
藤
家
よ
り
納
め
ら

れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

次
号
で
は
、
密
蔵
院
か
ら
北
上
し
て
、

上
平
地
区
の
中
心
へ
と
進
ん
で
い
こ
う
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

今
に
伝
わ
る
祈
り
の
文
化

荒
川
周
辺
に
花
開
い
た
文
化

人
と
文
化
が
繋
い
だ
町

街
道
に
刻
ま
れ
た
歴
史

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

～文化遺産を訪ねて歩こう!!～
昨年４月号からことし３月号までの上尾歴史散歩は、『あげお歴史探検

マップ』をもとに、市内の文化遺産を訪ね歩く市内の散策コースを紹介
します。１～３月は、上尾・上平地区周辺のコースを巡ります。

鎌
倉
街
道
沿
い
の
文
化
財
を
巡
る

二ツ宮氷川神社の「氷川神社本殿彫刻」
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